
令和５年３月２４日

福井県

福井県ＤＸの取組み



着任時の印象

５回連続 幸福度日本一

豊かな自然や食

全国トップクラスの子育て・教育

家族や地域のつながり・穏やか勤勉な人柄

この素晴らしい暮らしや風景を後世に残すため
デジタルを活用

将来に影を落とす課題

続く人口流出

県内産業の疲弊・人手不足

過疎拡大・自然災害・公共インフラ縮退
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02福井県ＤＸの基本理念

生活のＤＸ 産業のＤＸ 行政のＤＸ

生産性向上
（収益改善・待遇改善・雇用創出）

利便性・魅力向上
（質的向上・広く発信）

県民の生産性確保
（手間負担軽減・リソース確保）

地域社会・経済を活性化し、福井県の将来を持続可能に

人の呼び込み・定着

交流人口増

需要の確保

産業の創出・高度化

県民・企業の

挑戦機会を確保

即
効
性
が
高
い
手
段
を
活
用

地方発ＤＸの最先端を目指す



03ＤＸ推進の仕組み

利便を実感・肚落ちする
デジタルの取組を提供

生活に密着した利便を実感

自分事として取り組む機運を醸成

実務や制度に精通する現場×デジタル

全県的な取組を支える基盤整備

ＤＸに
お悩みの方多数

ＤＸ

変化の必要性
感じない

デジタル人材
不足

都市部との
環境の違い

継続的・自律的な
ＤＸ遂行の土台作り



04デジタルの取組

オンライン
診療

ふく割

⚫ デジタルクーポン

⚫ 県民半数超の登録

（42万人・6,000店舗）

⚫ 診療・処方・会計

⚫ 総合病院専門医が
効率診療所を支援

行政手続
９割電子化

⚫ 市町と共同利用

⚫ 施設予約も改善

（直感的UI・電子納付）

交通安全
マップ

⚫ 実運転挙動データ
に基づき分析

⚫ 小中学校での教育、
速度規制に活用

小学校

×

×



05ＤＸ遂行の土台作り

推進体制
専門知識 × デジタルを進める基盤整備

進め方
きっかけ作り＋実行性を担保する工夫

意識変革

座学

ハンズオン
研修

専門家
伴走

原則
オンライン化

知事説明
文書管理
BI可視化

成功
体験

先導者
脚光

肚落ち

慣れ

実行性
担保

経営資源投入
（予算・人）



06熱量の高まり

ＤＸ事業
拡大

⚫ ２年で1.6倍

（47→74事業）

⚫ 期中での事業追加

（内製・民間協業等）

先進事業
挑戦

⚫ ドローン物流

⚫ 林業ＤＸ

⚫ 観光データ分析 等

74
事業

Ｒ３
期首

Ｒ４
現在

＋27事業

（×1.6）
47
事業

現場改善
進展

⚫ RPA・ローコード
年間３万時間削減

⚫ システム内製化
自発的取組100超

外部機関からの
評価

全国

６位

DXリード
部門賞

全国

４位

内閣総理
大臣賞



07反省点（速やかに改善）

県民の期待値を大幅に下回ったことに危機感
一層のスピードアップと品質確保に取組む

子育て世帯向け
デジタルクーポン マイナカード

本人確認

子育て世帯応援

（給付の側面）

煩雑面倒な
登録作業

速やかに改善

（簡単便利・UI/UX）



⚫ドローン防災

⚫地域交通
キャッシュレス化

⚫デジタル地域通貨

⚫学びの変革

08今後の取組

喫緊の課題

県民の期待値に

足る行政DX
スピードアップと品質確保

１

地域社会全体

への波及
市町や産業等

２

対応方針

生活レベルで
利便を一層実感

変革に向けた一歩目を
より多くの方に踏み出していただく

面的に
取組みを牽引

地域社会全体を
底上げ

⚫県市町共同
での人材育成

⚫アナログ規制・
運用の全面見直し

⚫共同事業

⚫データ利活用

⚫リスキリング

社会実装
現場支援徹底

DX readyな
人材組織強化

公民共同
推進体制検討



09将来世代のために



みずから・みんなで・ふくいをカエル

オタマジャクシからカエルに変態（Transformation）

未来へ大きく蛙飛び


